
ｌ
カ
ー
な
ど
を
対
象
に
し
た
見

本
市
で
、
今
回
は
「
食
文
化
を

創
る
・
成
熟
時
代
の
対
応
と
明

日
へ
の
展
望
」
が
テ
ー
マ
・
業

務
用
食
材
、
飲
料
。
酒
類
、
厨

房
設
備
機
器
、
業
務
用
繊
維
製

品
、
食
品
加
工
機
器
、
事
務
省

力
機
器
な
ど
外
食
産
業
に
関
連

す
る
あ
ら
ゆ
る
商
品
が
集
め
ら

れ
る
が
、
一
般
入
場
者
の
た
め

に
、
米
国
の
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト

ル
に
積
ま
れ
た
宇
宙
食
の
展
示

や
、
世
界
の
料
理
実
演
コ
ー
ナ

ー
な
ど
、
興
味
あ
る
話
題
を
と

り
入
れ
て
い
る
。

☆
貿
易
促
進
セ
ン
タ
ー
で

中
国
天
津
商
品
展
開
催

７
月
皿
日
（
水
）
か
ら
９
月
記

日
（
木
）
ま
で
の
間
、
神
戸
貿
易

促
進
セ
ン
タ
ー
（
ポ
ー
ト
ラ
イ

ナ
ー
市
民
広
場
駅
西
口
前
）
に

お
い
て
中
国
天
津
商
品
展
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。

中
国
天
津
市
対
外
貿
易
公
司

中国天津商品展

☆
来
春
３
月
に

機
械
、
機
器
見
本
市

幻
世
紀
に
む
け
て
人
類
の
夢

を
追
求
し
た
ポ
ー
ト
ピ
ア
Ⅲ
の

精
神
を
引
き
継
ぎ
、
内
、
外
国

の
先
端
技
術
、
新
鋭
機
械
・
機

器
を
国
際
都
市
神
戸
に
集
め
て

新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
技

術
情
報
交
換
の
場
と
し
て
「
ポ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
機
械
・
機
器

見
本
市
」
が
、
来
春
３
月
Ⅳ
日

か
ら
４
日
間
、
神
戸
国
際
展
示

場
で
開
催
さ
れ
る
。

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
を
目

指
す
神
戸
の
取
り
組
み
第
一
弾

と
い
え
る
も
の
で
、
兵
庫
県
、
神

戸
市
、
神
戸
商
工
会
議
所
な
ど

が
主
体
と
な
る
同
見
本
市
協
議

四
宮
さ
を
り
さ
ん
（
鯛
）

〈
電
通
神
戸
支
局
新
聞
雑
誌
部
〉

「
私
っ
て
根
が
楽
天
家
な
ん
で

す
。
く
じ
け
て
も
、
す
ぐ
這
い

あ
が
る
」
と
い
う
さ
を
り
さ
ん

一
六
七
セ
ン
チ
と
伸
び
や
か
な

肢
体
に
ふ
さ
わ
し
く
ス
ポ
ー
ツ

好
き
の
明
る
い
お
嬢
さ
ん
。
ポ

ー
ト
ピ
ア
で
は
前
線
基
地
に
あ

た
る
神
戸
博
室
で
大
忙
し
の
毎

日
だ
っ
た
。
テ
ニ
ス
や
ド
ラ
イ

ブ
（
愛
車
は
黄
色
い
ジ
ェ
ミ
ニ
）

に
興
じ
、
デ
ィ
ス
コ
で
踊
り
、

北
野
辺
り
で
一
人
静
か
に
グ
ラ

ス
を
傾
け
…
…
と
に
か
く
色
ん

な
事
を
や
る
時
期
な
の
で
す
。

fj鎧

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

神戸国際展示場

会
八
会
長
・
外
島
健
吉
神
戸
商
工
会
議

所
会
頭
Ｖ
が
主
催
。
出
品
内
容

は
、
自
動
化
省
力
化
機
械
、
海
洋

舶
用
機
器
、
省
エ
ネ
機
器
、
Ｏ
Ａ

機
器
の
ほ
か
、
県
下
の
機
械
産

業
の
現
状
を
示
す
兵
庫
コ
ー
ナ

ー
で
現
在
そ
の
出
展
者
を
募
集

し
て
い
る
。
以
上
の
展
示
の
ほ

か
に
関
連
セ
ミ
ナ
ー
、
講
演
会
、

技
術
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
貿
易
相

談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
併
設
し
、

よ
り
充
実
を
計
っ
て
い
る
。
入

場
無
料
だ
が
、
前
半
２
日
間
は

実
務
的
な
商
談
中
心
、
後
半
２

日
間
は
一
般
向
け
に
す
る
計
画

☆
外
食
産
業
フ
ェ
ア
は

神
戸
で
初
開
催

食
品
流
通
業
者
の
全
国
団
体

で
あ
る
（
社
）
日
本
外
食
品
卸
協

会
が
主
催
す
る
「
外
食
産
業
フ

ェ
ア
」
は
、
今
ま
で
東
京
と
大

阪
で
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、
今

回
初
め
て
神
戸
で
開
か
れ
る
。

加
月
８
日
か
ら
３
日
間
、
神

戸
国
際
展
示
場
で
開
か
れ
る
同

フ
ェ
ア
は
、
料
理
、
飲
食
、
ホ

テ
ル
、
旅
館
、
食
品
問
屋
、
メ

覇簿鶏霧鍵鴬鍵§;；

－
７
１

韓蕊

会
場
で
は
天
津
産
の
工
芸

品
、
文
具
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、

食
品
、
衣
料
品
、
じ
ゅ
う
た
ん

毛
皮
製
品
、
家
具
類
な
ど
の
展

示
の
ほ
か
に
天
津
な
ら
び
に
産

品
紹
介
の
蛸
ミ
リ
映
画
の
上

映
、
写
真
パ
ネ
ル
で
の
経
済
・

観
光
・
日
中
友
好
等
の
紹
介
、

さ
ら
に
即
売
コ
ー
ナ
ー
や
コ
ピ

ー
サ
ー
ピ
ス
の
あ
る
資
料
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
あ
る
。

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
オ
フ
ィ
ス
レ
デ
ィ
☆ と

（
財
）
神
戸
国
際
交
流
協
会
の

主
催
に
よ
る
が
天
津
市
と
の
交

流
を
深
め
よ
う
と
開
か
れ
た
も

の
。
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‘

鵜：

別
世
紀
の
神
戸
を

青
年
の
力
で
創
る

１
７２
１

綴iｉ

蝿
灘
膨鑑

話題のひろば

聯． ＜Ｉ＞

.§

来
る
べ
き
創
世
紀
へ
の
座
標
軸
を
確

立
す
る
た
め
に
、
神
戸
青
年
会
議
所
が

今
夏
８
月
１
日
か
ら
１
週
間
、
市
民
に

呼
び
か
け
て
Ｊ
Ｃ
ウ
ィ
ー
ク
・
イ
ン
・

コ
ウ
ベ
（
夏
の
集
い
）
を
開
催
。

初
日
の
１
日
は
、
み
な
と
神
戸
の
ル

ー
ツ
兵
庫
津
を
郷
土
史
家
の
名
生
昭
雄

さ
ん
と
共
に
歩
き
、
兵
庫
の
歴
史
を
追

体
験
す
る
有
意
義
な
催
し
。
あ
い
に
く

の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
加
名
の
市
民
が

参
加
し
て
、
講
師
の
解
説
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
た
。
続
い
て
３
日
に
は
王
子
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
ス
ポ
ー
ツ
大
会
。

再
び
雨
に
た
た
ら
れ
壮
年
者
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
は
中
止
と
な
っ
た
が
、
少

年
に
よ
る
少
林
寺
拳
法
、
柔
剣
道
の
大

会
が
元
気
い
つ
ぱ
い
に
開
か
れ
た
。

最
終
日
の
７
日
は
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
の
国
際
交
流
会
館
に
約
１
千
名
を
集

め
、
献
血
、
夏
季
経
営
セ
ミ
ナ
ー
、
神

戸
青
年
経
済
人
セ
ミ
ナ
ー
、
国
際
問
題

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
討
論

会
な
ど
、
今
日
の
神
戸
が
抱
え
る
課
題

に
青
年
ら
し
い
真
拳
な
態
度
で
対
決
。

圧
巻
は
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
の
「
海
か

ら
空
へ
」
と
題
し
た
空
港
問
題
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
。
千
葉
大
学
の
清
水
馨
八
郎
教

授
、
神
戸
大
学
の
前
川
純
一
教
授
が
記

念
講
演
を
行
っ
た
後
、
引
き
続
き
神
戸

沖
空
港
を
考
え
る
市
民
集
会
に
移
り
、

宮
崎
市
長
、
貝
原
副
知
事
、
中
内
功
、

嘉
納
神
商
議
副
会
頭
ら
が
次
々
に
神
戸

沖
空
港
早
期
実
現
を
打
ち
上
げ
、
行
政
．

市
民
一
体
の
総
決
起
の
場
と
な
っ
た
。

霧
鍵

憩
嬢
蕊霧

□
﹈
ａ
量
目
因
属
国
展
○
国
両

野

＊

灘
…L ，Ｈや…韓輯製 '

上段右より第１日の「兵庫津を探る」記念セレモニーには新銀兵庫区長も参加。左は少年によるスポーツ大会ｃ
中段は盛りあがった空港論議。下段は空港、行政改革、貿易摩擦の各会。

騨
剥 鴬蕊驚 麓
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■
一
月
刊
神
戸
っ
子
サ
ン
バ
チ
ー
ム

有
馬
、
米
子
、
小
浜
で

夏
祭
り
に
ビ
バ
サ
ン
バ
／
，

十
五
年
ま
え
、
神
戸
の
ブ
ラ
ジ
ル
領

事
カ
ル
ド
ー
ナ
さ
ん
か
ら
サ
ン
バ
の
手

ほ
ど
き
を
う
け
た
〃
月
刊
神
戸
っ
子
サ

ン
バ
チ
ー
ム
〃
は
、
今
年
の
神
戸
ま
つ

り
か
ら
本
格
的
に
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
チ

ー
ム
を
ミ
カ
エ
ル
川
上
さ
ん
ら
約
娼
名

の
メ
ン
バ
ー
で
結
成
し
て
、
本
場
の
サ

ン
バ
を
め
ざ
そ
う
と
意
気
盛
ん
。

こ
の
夏
、
七
月
二
十
二
日
は
有
馬
カ

ー
ニ
バ
ル
に
出
演
。
若
間
弘
子
副
リ
ー

ダ
ー
率
い
る
踊
り
子
唱
名
と
打
楽
器
チ

ー
ム
７
名
が
出
場
し
て
、
温
泉
客
と
共

に
ピ
バ
サ
ン
バ
ノ
．
。
二
十
五
・
六
日
は

二
度
目
の
小
浜
Ｊ
Ｃ
の
招
き
で
、
小
浜

の
〃
ｎ
万
人
の
ひ
ろ
ぱ
″
へ
出
場
。

長
崎
に
大
打
撃
を
与
え
た
集
中
豪
雨

の
合
い
間
を
縫
う
若
狭
地
方
は
、
や
や

曇
り
。
国
鉄
小
浜
駅
か
ら
小
浜
公
園
ま

で
の
パ
レ
ー
ド
。
そ
し
て
日
本
海
の
見

え
る
美
し
い
小
浜
公
園
で
夜
八
時
’
十

時
ま
で
、
舞
火
を
た
い
て
フ
ィ
ー
バ
ー
。

小
田
イ
タ
ル
率
い
る
サ
ン
バ
バ
ン
ド
も

ア
ン
コ
ー
ル
ノ
．
ア
ン
コ
ー
ル
ノ
．
と
凄
い

人
気
で
ホ
ッ
ト
な
夏
の
夜
を
満
喫
。

七
月
三
十
一
日
・
八
月
一
日
は
米
子

の
〃
が
い
な
祭
″
へ
・
米
子
Ｊ
Ｃ
の
招

き
で
今
年
で
四
度
目
。
年
々
盛
ん
に
な

る
祭
り
に
、
米
子
公
会
堂
の
ひ
ろ
ぱ
で

前
夜
祭
が
六
時
’
八
時
す
ぎ
ま
で
。
一

日
は
サ
ン
バ
コ
ン
テ
ス
ト
と
パ
レ
ー
ド

で
陽
気
な
リ
ズ
ム
が
鳴
り
響
い
た
。

☆
月
刊
神
戸
っ
子
サ
ン
バ
ス
ク
ー
ル
毎
火
晒
日
午

後
５
時
、
６
時
半
よ
り
副
Ｃ
サ
ン
パ
ル
七
階
で
生

徒
募
集
中
。
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
部
と
ダ
ン
ス
の
部

（
入
会
金
５
千
円
、
月
謝
３
千
円
）
申
し
込
み
は
月

刊
神
戸
っ
子
雷
３
３
１
１
２
２
４
６

¥､､鶴；

１
７３
１

斧卜は米子のがいな祭のひろはとパレード参加風景。右下は小浜の膏1 0 万人のひろばごに
かがり火をたいて真夏の夜のサンバフィーバー。

蝋 話題のひろば

くⅡ＞

鶴
鱗
鍵

鏑
蕊
蝿
鰯

蕊
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な
お
Ⅳ
日
か
ら
は
現
地
モ
デ
ル
ル
ー

ム
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。

浪
花
株
式
会
社

神
戸
市
中
央
区
浪
花
町
調
１
３
浪
花
ビ
ル
ー
Ｆ

電
話
（
０
７
８
）
３
３
１
１
８
６
２
１

カ
サ
ベ
ル
デ
六
甲
モ
デ
ル
ル
ー
ム

電
話
（
０
７
８
）
８
０
１
１
３
４
０
０

生
か
す
新
し
い
試
み
」
と
説
明
、
個
人

性
と
社
会
性
を
も
つ
先
進
的
な
住
ま
い

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

こ
の
パ
ー
テ
ィ
に
は
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
を
中
心
と
し
た
経
済
人
、
文
化
人

ら
約
二
百
名
が
出
席
し
、
カ
サ
ベ
ル
デ

六
甲
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
祝
っ
た
。

カ
サ
ベ
ル
デ
六
甲
の
分
譲
始
ま
る

浪
花
株
式
会
社
（
山
野
東
社
長
）

が
進
め
て
い
る
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
「
カ

サ
ベ
ル
デ
六
甲
」
の
分
譲
が
い
よ
い
よ

始
っ
た
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
が
７
月
焔
日
夜
、
神

戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

〃
建
築
に
お
け
る
人
間
性
″
と
い
う
テ

ー
マ
を
追
求
し
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
山
野
社
長
は
「
こ
れ
ま
で
海

外
で
見
て
来
た
住
宅
の
良
さ
を
神
戸
で

積水ハウス「山の街」

１
７４
１

月
刊
神
戸
っ
子
の
使
命
は
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
衣
・
食
・
住

に
心
要
な
情
報
を
出
来
る
限
り
多
く
、
正
確
に
お
届
け
す
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
趣
旨
に
そ
い
今
月
か
ら
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｄ

宗
ｅ
器
図
雪
ｅ
弓
冨
戻
墨
回
国
ご
庫
望
缶

左から２人目が山野社長

風
格
の
あ
る
落
着
い
た
家
並
ｌ
山
の
街

積
水
ハ
ウ
ス
「
山
の
街
」
は
神
戸
電

鉄
「
山
の
街
」
駅
か
ら
「
三
宮
」
へ
約
三

五
分
。
銀
行
、
各
種
の
お
店
、
暮
ら
し

の
施
設
が
街
の
中
に
そ
ろ
っ
て
い
る
。

八
概
要
Ｖ
☆
所
在
地
／
神
戸
市
北
区
山
田
町
下
谷
上

字
馬
背
三
二
番
一
五
四
他
☆
交
通
／
神
戸
電
鉄
有
馬

線
山
の
街
駅
よ
り
バ
ス
約
一
○
分
、
つ
く
し
が
丘
四

丁
目
停
下
車
徒
歩
約
六
分
☆
総
戸
数
／
一
六
戸
☆
今

回
販
売
戸
数
／
五
戸
皆
建
築
協
定
区
域
及
び
建
築
協

定
申
請
区
域
☆
建
物
構
造
／
軽
量
鉄
骨
造
二
階
建
カ

ラ
ー
ベ
ス
ト
葺
（
五
一
巳
☆
建
物
完
成
引
渡
し
予
定

／
随
時
☆
私
道
負
担
／
な
し
☆
宅
地
面
稜
／
一
七

三
、
一
一
㎡
’
一
九
五
、
二
一
流
☆
延
床
面
積
／
一
○

二
、
八
六
㎡
’
一
○
七
、
八
六
戒
☆
販
売
価
格
／
三

二
一
六
万
円
’
三
三
九
九
万
八
千
円
☆
建
築
確
認
番

号
／
第
一
二
四
四
号
（
昭
和
五
七
年
一
月
二
日
他
）

☆
開
発
工
事
検
査
済
証
番
号
／
第
一
二
二
九
号
（
昭

和
五
六
年
九
月
二
日
付
）
他
☆
宅
地
造
成
検
査
済
証

番
号
／
第
五
六
’
九
九
号
（
昭
和
五
六
年
九
月
二
日
）

☆
国
土
利
用
計
画
法
事
前
確
認
番
号
／
神
理
用
第
二

’
一
二
三
二
号
（
昭
和
五
七
年
二
月
）
☆
価
格
有
効

期
限
／
昭
和
五
七
年
二
月
末
日
☆
設
備
電
気
／

関
西
電
力
ガ
ス
／
大
阪
ガ
ス
水
道
／
神
戸
市
営

水
道
排
水
／
雨
水
汚
水
分
流
式
（
集
中
汚
水
処
理

場
）
道
路
／
四
’
二
○
Ｍ
（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
）

☆
分
譲
住
宅
設
術
工
事
／
給
湯
設
備
三
カ
所
（
シ
ャ

ワ
ー
・
洗
面
所
・
台
所
）
立
水
栓
、
下
駄
箱
、
門
柱

門
扉
、
植
栽
地
☆
自
治
会
設
立
基
金
一
区
両
に
つ
き

一
○
万
円
☆
住
宅
地
維
持
管
理
費
（
共
益
費
）
一
区

画
に
つ
き
五
万
円
☆
売
主
／
職
水
ハ
ウ
ス
㈱
建
設

大
臣
免
許
（
五
）
第
五
四
○
号
建
設
大
臣
許
可
〈
特

’
五
五
）
第
五
二
九
五
号
☆
お
問
い
合
わ
せ
／
神
戸

営
業
所
○
七
八
（
二
五
一
）
○
八
七
一

広
い
庭
で
ゆ
と
り
あ
る
暮
ら
し

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
て
の
神

栄
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
神
陵
台
。
六
一
、
○

七
㎡
の
庭
で
リ
ッ
チ
な
週
末
を
。
家
庭

園
芸
を
楽
し
む
の
も
よ
い
。

八
概
要
Ｖ
☆
名
称
／
神
栄
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
神
陵
台
☆

所
在
地
／
神
戸
市
垂
水
区
神
陵
台
九
丁
目
五
六
’
二

他
☆
交
通
／
国
鉄
山
陽
本
線
朝
霧
駅
下
車
バ
ス
約
一

○
分
神
陵
台
バ
ス
停
よ
り
徒
歩
六
分
☆
地
区
・
地
域

第
一
種
住
居
専
用
地
域
☆
地
目
／
宅
地
☆
構
造
規
棋

／
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
シ
ン
グ
ル

葺
三
階
建
三
棟
☆
専
用
敷
地
九
二
、
四
七
㎡
☆
住
居

専
用
面
積
／
八
八
、
五
九
㎡
☆
総
戸
数
／
二
八
戸
☆

販
売
戸
数
／
一
戸
☆
竣
工
済
／
既
入
居
可
☆
販
売
価

格
二
、
二
○
○
万
門
☆
価
格
有
効
期
限
／
昭
和
五
七

年
九
月
末
日
☆
設
備
電
気
／
関
西
電
力
ガ
ス
／

大
阪
ガ
ス
給
水
／
神
戸
市
営
水
道
☆
売
主
／
神
栄

㈱
建
設
大
臣
免
許
（
四
）
第
一
○
○
六
号
☆
お
問
い

合
わ
せ
／
住
関
連
事
業
部
○
七
八
（
三
二
一
）
一
一

Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
ま
し
た
。
よ
り
よ
い

暮
ら
し
の
た
め
に
月
刊
神
戸
っ
子
が
選
ん
だ
住
宅
情
報
で
す
。
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iiII鍵議

ｌ
初
め
て
住
宅
を
鱗
入
す
る
に
あ
た

っ
て
の
注
意
点
を

ま
ず
家
賃
十
α
の
範
囲
内
で
買
わ
れ

海
の
見
え
る
高
台
に
立
つ
豪
邸

阪
急
御
影
駅
か
ら
坂
道
を
歩
い
て
約
五

分
。
広
い
敷
地
と
豊
か
な
緑
。
風
格
あ

る
外
観
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
居
住
空
間
。

伝
統
建
築
美
を
現
代
に
マ
ッ
チ
さ
せ
た

見
事
な
造
り
で
あ
る
。

八
概
要
Ｖ
☆
所
在
地
／
神
戸
市
東
灘
区
潤
子
ケ
原
一

丁
目
三
’
一
○
☆
交
通
／
阪
急
神
戸
線
御
影
駅
よ
り

山
手
へ
徒
歩
約
五
分
☆
用
途
地
域
／
第
一
種
住
専
、

風
致
地
区
☆
建
ペ
イ
率
／
四
○
％
☆
容
溌
率
／
八
○

％
☆
地
目
／
宅
地
☆
総
戸
数
二
戸
☆
今
回
販
売
戸
数

／
一
戸
☆
総
面
積
／
八
三
四
、
九
一
㎡
☆
道
路
巾
員

／
公
道
五
Ｍ
舗
装
済
☆
建
築
砿
認
番
号
／
第
一
九
二

号
他
☆
建
築
竣
工
済
☆
私
道
負
担
／
な
し
☆
槻
造
／

木
造
瓦
葺
二
階
建
一
戸
建
☆
土
地
面
積
／
一
九
三
、

九
六
㎡
☆
建
延
面
積
／
一
四
○
、
九
二
が
☆
販
売
価

格
／
九
、
三
○
○
万
円
☆
価
格
有
効
期
限
／
昭
和
五

七
年
九
月
末
日
☆
設
備
電
気
／
関
西
電
力
ガ

ス
／
大
阪
ガ
ス
水
道
／
神
戸
市
営
水
道
下
水
／

直
接
放
流
☆
売
主
／
今
西
建
設
兵
庫
県
知
事
免
許

（
五
）
二
三
九
三
号
☆
お
問
い
合
わ
せ
／
住
宅
事
業

部
○
六
（
四
二
九
）
五
一
五
○

若
い
二
人
に
贈
る
住
宅
購
入
の
た
め
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

森
崎
健
治
〈
榊
鋸
嘩
維
鐸
硫
麺
識
詞
罪
鐸
〉

鴬

＃

今

§灘

日
本
の
伝
統
美
と
現
代
の
合
理
性
を
追

求
し
た
高
砂
の
家

建
築
家
Ｉ
出
江
寛
が
設
計
し
た
純
日

本
風
の
住
ま
い
。
日
本
の
伝
統
的
美
意

識
と
精
神
性
が
仕
上
げ
の
す
み
ず
み
に

至
る
ま
で
織
り
こ
ま
れ
て
い
る
。

１
７５
１

リ
ビ
ン
グ

ス
ポ
ッ
ト役

る
こ
と
で
す

輪
ね
。
あ
る
程
度

籍
生
活
に
ゆ
と
り

峰
が
な
け
れ
ば
い

識
け
ま
せ
ん
。
次

踏再

に
総
合
的
に
伽
％
の
満
足
度
が
感
じ
ら

れ
な
く
て
も
転
売
の
し
や
す
い
も
の
を

選
ぶ
事
で
す
。
転
売
し
や
す
い
の
は
一

般
的
、
標
準
的
な
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
プ

の
も
の
で
す
。
新
築
に
こ
だ
わ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ｌ
そ
の
他
に
大
切
な
こ
と
は
？

た
く
さ
ん
の
物
件
の
中
か
ら
比
較
し

て
選
ぶ
こ
と
で
す
。
取
引
実
績
の
多
い

業
者
を
選
び
た
い
で
す
ね
。
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
点
も
考
慮
す
べ
き
で

す
。
ま
た
煽
ら
れ
な
い
で
じ
っ
く
り
検

討
の
上
、
こ
れ
だ
と
思
っ
た
ら
即
断
す

る
こ
と
で
す
。
自
分
が
い
い
と
思
う
も

の
は
他
人
も
希
望
す
る
と
考
え
て
さ
し

つ
か
え
な
い
で
し
ょ
う
。

八
概
要
Ｖ
☆
所
在
地
／
高
砂
市
西
畑
二
丁
目
五
七
八

番
四
八
三
他
☆
交
通
／
山
陽
電
鉄
高
砂
駅
よ
り
徒
歩

一
三
分
。
☆
道
路
／
九
、
三
Ｍ
．
六
、
三
Ｍ
．
五
、

三
Ｍ
完
全
舗
装
Ｌ
字
型
側
溝
☆
街
路
灯
／
電
柱
に

設
置
済
☆
上
水
道
／
高
砂
市
営
水
道
☆
排
水
／
都
市

下
水
／
ガ
ス
／
都
市
ガ
ス
☆
椛
造
／
木
造
瓦
葺
二
階

建
☆
総
戸
数
（
販
売
戸
数
）
四
戸
☆
敷
地
面
積
／
一

七
四
、
○
六
龍
ｉ
一
八
一
、
三
五
浦
☆
建
物
面
積
／

一
二
○
、
○
○
流
’
一
二
八
、
七
四
流
☆
販
売
価
格

／
三
、
六
七
五
万
円
’
三
、
九
二
二
万
円
☆
建
築
確

認
番
号
／
第
二
五
一
号
他
☆
国
土
利
用
計
画
法
砿
認

番
号
／
都
開
第
（
五
四
確
）
七
’
一
四
五
号
☆
価
格

有
効
期
限
／
昭
和
五
七
年
九
月
末
日
☆
売
主
／
北
文

土
地
㈱
兵
庫
県
知
事
（
六
）
第
一
七
七
一
号
☆
お

問
い
合
わ
せ
／
加
古
川
営
業
所
○
七
九
四
（
三
二
）

八
八
三
二

I Z R
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ニ
ュ
ー
を
ご
賞
味
い
た
だ
こ
う
と
い
う
楽
し
い
企
画

の
ご
案
内
。

「
ア
ラ
ン
・
シ
ャ
ペ
ル
の
料
理
を
楽
し
む
会
」

日
時
／
、
月
７
日
（
木
）
、
８
日
（
金
）

両
日
共
昼
皿
：
釦
Ａ
Ｍ
ｌ
２
Ｐ
Ｍ

夜
５
Ｐ
Ｍ
、
Ｉ
９
Ｐ
Ｍ

会
場
／
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
瓢
階

フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
ア
ラ
ン
・
シ
ャ
ペ
ル

料
理
／
ラ
ン
チ
お
一
人
さ
ま
￥
１
０
，
０
０
０

デ
ィ
ナ
ー
￥
１
５
，
０
０
０

洋
服
だ
け
で
な
く
、
ソ
ッ
ク
ス
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
等

の
小
物
も
い
い
。
晩
年
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
香
り
が
す

る
。
中
央
区
や
磐
反
狭
通
２
茸
３
９
１
１
３
３
０
２

☆
何
代
に
も
継
が
れ
る
良
い
本
物
を
創
り
た
い

岡
本
に
彫
金
工
房
ス
タ
ジ
オ
を
も
ち
、
フ
リ
ー
ラ

ソ
ス
・
メ
タ
ル
・
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
と
し
て
活
躍
中
の

こ
う
だ

神
川
宏
さ
ん
が
７
月
配
側
か
ら
８
月
４
日
ま
で
、
木

下
真
珠
オ
ー
ダ
ー
サ
ロ
ン
で
ジ
ュ
エ
リ
ー
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
を
開
催
し
た
。
「
奇
を
て
ら
う
も
の
で
な
く
、

絶
え
ず
身
に
つ
け
る
も
の
な
の
で
、
何
代
に
も
受
け

☆
鞭
秋
は
〃
⑲
Ａ
Ｖ
ジ
ュ
ン
コ
・
シ
マ
ダ
″
が
い
い

８
月
下
旬
か
ら
全
国
同
時
展
開
さ
れ
る
〃
網
Ａ
Ｖ

ジ
ュ
ン
コ
・
シ
マ
ダ
″
の
商
品
を
生
田
筋
の
〃
マ
リ

ー
ク
レ
ー
ル
〃
が
キ
ャ
ッ
チ
。
８
月
幻
日
か
ら
販
売

し
て
い
る
。
島
田
順
子
さ
ん
は
パ
リ
の
デ
ザ
イ
ン
会

社
「
マ
フ
ィ
ア
」
や
「
キ
ャ
シ
ャ
レ
ル
」
で
キ
ャ
リ

ア
を
積
ん
だ
デ
ザ
イ
ナ
ー
。
昨
年
、
月
、
彼
女
が
初

め
て
パ
リ
で
住
ん
だ
所
の
番
地
か
ら
名
付
け
た
「
鍋

Ａ
Ｖ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
心
店
長
の
小
山
さ
ん
は
、

モ
ノ
ト
ー
ン
で
流
行
を
追
わ
な
い
彼
女
の
服
に
い
ち

早
く
共
感
、
彼
女
の
服
の
持
つ
ラ
フ
さ
、
小
粋
さ
は

今
後
多
く
の
女
性
達
に
支
持
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

の
秋
冬
物
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
さ

れ
、
そ
の
後
も
熱
心
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
く
り
広
げ

ら
れ
た
。

☆
注
目
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
新
情
報

神
戸
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
学
院
の
Ｏ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
、

Ｋ
Ｄ
主
催
で
７
月
翠
日
〃
ト
ー
ク
・
イ
ン
・
一
三
Ｉ

ヨ
ー
ク
伽
〃
が
企
画
さ
れ
た
。
講
師
に
は
Ｎ
Ｙ
在
住

の
日
本
繊
維
新
聞
Ｎ
Ｙ
通
信
員
富
田
百
合
子
女
史
を

迎
え
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
金
谷
真

佐
夫
氏
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍

す
る
一
線
級
の
ア
ー
チ
ス
ト
が
注
目
す
る
Ｎ
Ｙ
だ

が
、
現
在
５
万
人
の
日
本
人
が
住
ん
で
い
る
。

１
７６
１

フ
ラ
ン
ス
よ
り
直
輸
入
の
ワ
イ
ン
を
ご
用
意

予
約
／
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
７
８
（
３
０
２
）
１
１
１
１

鍔
稚
軒
陛
蒋
顛
閣
調
悪
６
淵
３
１
１

譲
驚
デ
ザ
イ
ン
学

癖
》
難
錨
洞
識

，
真
恵
、
寛
斉
、
一

霊
織
》
壷
生
、
賢
三
な
ど

需
蕊
和
と
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

簿
、
画
は
ポ
ピ
ュ
ラ

鐸
く
ｌ
ｏ
Ｎ
Ｙ
の
女

》
・
蓉
跳
邦
慢
詮
傘
睦

蕊
害
し
て
い
る
。
宮

電
陰
．
．
兎
霜
田
さ
ん
が
取
材

評
富
し
た
遁
名
の
Ｎ

ｉ
γ
Ｙ
デ
ザ
イ
ナ
ー

扇
邑
男
園
闇
淳
翰
雪
国
ｅ
霞
駒
弓
邑
目

作品を前にして神田宏さん
女象どの神とたをいのなる継
性牙お言田いい創もこ飽よが
のにり葉氏う ｰ りのなきうれ

砥
「
厨
房
の
ダ
・
ピ
ン
チ
」

旬
と
称
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス

ャ
料
理
会
の
巨
匠
、
ア
ラ

シ
ン
・
シ
ャ
ペ
ル
氏
が
来

》
鋤
乱
か
鋤
調
趣
僻
鐸
櫛

一 - 一一らルＶ変付Ｇか☆僻, 八‘縄# : …．んのｏ形さＥら宮に
戸宗一＝す石Ｌ版れ、水し

- 害鴬撫燃
鑑諮璽離灘縫

目ケと排’し光イろンいジうに馳か
指’のを教たのう〃る十手よせら
しシ温通室読みスごシ ･ ケづるる手
てヨかじやみど卜家エ例ツく〃にづ
いンなて占物こマ庭・えトリＭしく
るづ．おい、ろツでうばサ新Ｅむり
・くミ客等．をプ作・夏イ間ｓら情
りユさ。’紹とるメ号ズがｓ瑚報
をニま瑚上介観ふ｜のの発Ａ琳紙

顔
を
彫
っ
た
リ
ン
グ
や
、
色
石
と
組
み
合
わ
せ
た
シ

ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
が
多
い
。
手
の
込
ん
だ
ガ
ラ
ス

細
工
を
施
し
た
も
の
や
、
金
と
銀
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ

ト
な
ど
斬
新
な
作
品
も
み
ら
れ
る
。
今
回
は
リ
ン
グ

の
他
カ
フ
ス
ボ
タ
ン
、
小
物
入
れ
等
装
身
具
が
展
示

さ
れ
た
。
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ｄ
Ａ
／
Ｔ
Ｅ
Ｌ
ｌ

Ｏ
７
８
◇
４
５
２
．
９
７
５
３

☆
食
欲
の
秋
、
グ
ル
メ
に
耳
よ
り
な
ニ
ュ
ー
ス

色
彩
の
鮮
や
か
な
市
野
木
江
充
子
の
一
一
ツ
ト
と
ト

レ
ン
デ
ィ
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
大
里
最
世
子
が
ジ
ョ

イ
ン
ト
し
、
短
Ｉ
油
秋
冬
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ウ
と

受
注
会
を
開
催
す
る
。
・

と
こ
ろ
／
北
野
町
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
ジ
ャ
パ
ン

鍵
》
蕊
灘

鶏
溌
謹

市
野
木
ニ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ

;f蕊

識

☆
髄
、
Ｉ
髄
秋
冬
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ウ
へ
の
ご
案
内

●
シ
ャ
ネ
ル
プ
レ
タ
ポ
ル
テ

９
月
配
日
（
火
）
ｕ
Ａ
Ｍ
、
１
Ｐ
Ｍ
、
３
Ｐ
Ｍ

と
こ
ろ
／
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

●
ジ
バ
ン
シ
ィ
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル

、
月
８
日
（
金
）
皿
・
・
釦
Ａ
Ｍ
、
２
Ｐ
Ｍ
、
４
Ｐ
Ｍ

と
こ
ろ
／
袖
芦
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

新鮮な感覚のミニ丈

螺
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１

〆

I L L U s m Y : 鼎冊Q皿
酔の

鯉きのﾌ ｫ ｰ ﾏ ﾉ ﾚ 新感党派。
唖・・ブロドロソワレ

1 7 世紀ヨーI ｺ ｯ バの感性に洗われて､さながら､夜会服。

撒市に偲撫穂患みがえる。

〃 Ｓｅ｢ l Z a V V a
■

I〔
一

亀

■本店神戸市中央区三宮町3 丁目1 - 8 ＴＥＬ( 0 7 8 ) 3 3 1 - 1 R 酷■さんプラザ店■センター街店回さんちか店■メンズセリザワＫＯＢＥ･ O S A K A ･ T O K Y O ･ K Y O T O ･ Ｈ１ＭＥＪｌ

、

ｒ
三

』
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さんちか店T E L , 0 7 8 ( 3 9 1 ) ２１４６ ノ:撫 センター街店T E L ､ 0 7 8 ( 3 9 1 ) 8 7 1 8モ ロリフ柿式会社

童歴Ｉ

お
菓
子
文
化
は

平
和
の
象
徴

武
田
真
澄
零
ア
ン
メ
ダ
ン
皇

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
後
、
録

と
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
む

の
は
い
つ
も
ぞ
画
ゾ
フ
で
す
。

今
詫
は
社
長
脚
ら
チ
ヨ
｜
艶
し

・
・
・
、
‐
や
、
ケ
ー
キ
の
こ
と
を

い
ろ
い
ろ
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
窯
そ
の
造
詣
の
深
さ
腫

私
は
た
だ
驚
く
悪
か
り
。

昭
和
六
年
腰
創
業
さ
れ
て

以
来
、
純
粋
の
本
物
だ
け
を

追
求
し
て
も
の
づ
く
り
に
。

れ貰
まし
た
姿
勢
壷
侍
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
戦

足
し
た
時
代

と
き
を
侍
た

私
の
父
が

モ
悪
ゾ
フ
の 戦

後
、
原
料
の
ぷ

に
は
、
耐
え
て

れ
た
そ
う
で
・
す
。

若
か
り
し
頃
、

チ
ヨ
可
レ
ー
・
卜

耐
え

は
商
級
す
ぎ
て
高
嶺
の
花
だ

う
た
と
か
ｃ
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
‘
や
ク
・
●
‐
ノ
ス
マ
ス
瞳
は
チ

ョ
ゴ
レ
・
‐
卜
、
誕
生
Ⅱ
や
プ

はっ中 レ
ゼ
ン
ト
に
は
ケ
ー
キ
と
年

中
接
し
て
い
る
私
達
の
世
代

っ
て
幸
せ
で
す
ね
。
お
菓
子

は
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

昨
年
は
創
業
五
卜
周
年
を

接
し

て
幸

記
念
し
て
社
長
自
ら
の
翻
訳

で
チ
ヨ
麺
し
；
卜
の
本
を
発

刊
さ
れ
ま
，
〉
た
ｃ

お
菓
畢
づ
く
り
腰
お
け
る

惰
蝕
Ｔ
ｌ
．
そ
れ
が
社
長
の
若

さ
の
秘
訣
で
し
ょ
う
ね
。

一
右
ノ
葛
野
友
太
郎
社
長
》

鼎ｒ
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月ﾐ

ﾆーﾒﾉ鎌禽んげら港 銀座コア店銀座５壷5 7 3 - 5 2 9 8 ' 一、
銀座ﾒﾙｻ店銀座5念574-8065東稀本店三宮ｾﾝﾀｰ街壷332-5298

－さんちか店念 3 3 2 - 1 7 0 0

に 渋谷東急店道玄坂２念4 7 7 - 3 4 0 9本部･ 支入部東灘区青木冠4 5 2 - 5 2 9 0

園＝一一一

＝＝函 |：
ｌＬｌ

い
つ
ま
で
も

心
愉
し
く
…

小
西
松
甫

く
み
や
ぴ
流
押
絵
一
一
・
代
目
〉

「
い
つ
ま
で
も
、
満
足
感
を

も
っ
て
、
心
愉
し
く
着
ら
れ

る
の
が
〃
ち
ん
が
ら
屋
“
さ

ん
の
き
も
の
」
と
い
う
の
が

和
装
派
の
母
と
、
時
お
り
組

の
私
と
の
共
通
し
た
感
想
。

大
学
二
Ｍ
生
の
秋
、
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
開
か
れ

た
〃
珍
趣
会
〃
で
、
・
目
惚

れ
し
て
買
っ
て
も
ら
っ
た
桜

の
模
様
の
・
越
ち
り
め
ん
は

八
掛
を
取
り
か
え
て
今
も
愛

用
し
て
お
り
ま
す
が
、
久
し

ぶ
り
の
友
は
「
あ
ら
、
お
二

子
‐
ね
Ｌ
ｏ
着
る
荷
の
心
が

新
鮮
に
映
る
の
で
し
ふ
う
。

め
っ
た
に
な
い
柄
、
ユ
ー
〔

‐
ク
な
桶
ｌ
と
い
う
の
が

”
ち
ん
が
ら
屋
“
命
名
の
由

来
だ
そ
う
で
す
が
、
ま
さ
に

そ
の
通
り
。
神
戸
っ
要
の
し

ゃ
れ
た
感
覚
と
、
伝
統
を
現

代
に
生
か
し
た
個
性
的
な
高

級
呉
服
の
品
ぞ
ろ
え
は
、
ウ

イ
ン
ド
・
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の

私
た
ち
を
、
思
わ
ず
店
内
腺

導
き
ま
す
。

武
官
へ
出
た
ら
さ
ん
ち
か

店
、
そ
れ
か
ら
セ
ン
タ
ー
街

の
本
店
へ
Ｍ
っ
て
仰
の
法
楽

を
し
て
い
ま
す
鴫

〈
写
真
右
／
三
角
弘
一
社
長
〉
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一、

一言〒

貴族が育てた競技

コク

董雪V霧巨=夢

神戸Y M C Aフェンシングｸラブ

・勢9 撫蕊F 巽鞠
シングが日本に紹介された。昭和
1 1 年、大日本フェンシング協会が
誕生し各大学を始め、東京、大阪
神戸、横浜ＹＭＣＡなどにフェン
シング部がつくられフェンシング
熱も徐々に高まっていった。戦時
下のブランクを経て、昭和2 3 年に
は兵庫県フェンシング協会が設立
され" 西洋の剣道" がスポーツ界に
復帰。関大、関学、同志社のＯＢ
たちが中心となって神戸ＹＭＣＡ
で練習を開始したのをきっかけに
急速に愛好者が増え、神戸ＹＭＣ
Ａフェンシングクラブにも再び活
気が蘇り、現在に至っている。

・難冒紬f 息使溝靴
ルールはそれぞれ違う。試合時間
は６分間、公式用語はフランス語
が使われる。「フェンシングは観
るスポーツでなく自分がやるスポ
ーツ。試合で偶然に勝つ場合はお
もしろくないです。自分が意図し
た技をかけ、それが見事に的中し
たとき、スカッとしますね」と醍
醐味を話すコーチの森川忠男さん。
関大時代から始めて2 2 年のキャリ
ア、国体に1 5 回も出場した大ベテ
ラン｡ 部員は現在3 0 名( 女性６名) 、
安全性を重視したユニホームを着
用してのハードなスポーツのため
か、スリムな体型の人が多い。

~ 茸・画

’
一昼

霧１
$－

写真」
弁武勇
する良
より周
ツト【ｌ
ンプ葺
きが￥
写真斑
アンプ
写真－１
基本０
にな弓
写真Ｚ
たち。

輿

Ｚ

Ｕ
一
曙
亭
な

ヒノフルーレの試合風景（森川屠
辻さん) 。フルーレとエペは突くこ
隠技で、古来の決闘様式が残されており相手
員く突けば勝てる。有効部分はメタルジャケ
ニおおわれた部分に限られ、電器審判器のう
昆示で勝負を判定。サーブル種目は斬りと突
苛効となり審判が判定する。試合時間は６分《
奇／フットワークの練習。マルシェ、ロンペ
ヴードe t c ・フランス雨で号令がかかる。
F ／練習に励む部員たち。平均年齢が2 7 歳。
Ｄ櫛えができるまで３ヵ月。試合にでるよう
§まで３年位は必要だ。
宝ノ神戸ＹＭＣＡフェンシングクラブの部員
中列真中が森川忠男さん。

F 喬了尋藤色

隠技で、古ヨ
員く突けば、
－』～今竺舎』品』

の決闘様式が残・
てる。有効部分｜
部分に限られ、１
判定。サーブル１
０，訓匡ヶ山胡一画当一 a

電溌
唾目
詮含

■唖

'し
胸’

画
ユ 巳

Ⅱ
男

一一
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忘誇マ
声

●祝1 9 8 5 年ユニバーシアード神戸夏季大会開催決定
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鰯ハイカラ祥１戸の
伝統が青ﾝ i / だ
格調ある専門店

’匡司

､ 一
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●このシリーズはファッション都市ＫＯＢＥへの
私たちの願いをこめて. ･ ･ ･
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一画

☆よろず御翻衣縫上虚

神戸ﾐﾉｬﾘﾉ
神戸市中央区三宮町3丁目1 - 6金3 3 1 - 2 1 6 8

☆婦人帽子

、、堅うく、、､《雨、
マ鐸シ＞

神戸市中央区北長狭通2 丁目6 - 1 3 竃3 3 1 - 6 7 1 1

☆舶来品ブティック

ＳａＩｌｃＩ１ｅ
神戸市中央区元町通2丁目5 - 7冠3 3 1 - 4 7 0 7

★欧風家具･ 設計･ 創作

永Ｈ１良介商店
神戸市中央区三宮町3丁目1 - 4金3 9 1 - 3 7 3 7～９

★本格派の人々に愛される

ヨ己ﾌ ｵ ｶ
神戸市中央区三宮町3丁目1 - 9 壷3 3 1 - 5 1 9 0

☆刻一トクチュール

ヱニZ 夕一ニュートン
神戸市中央区北長狭通3丁目12-1 4壷331 - 1 8 1 8
☆世界のオシャレをお届けする

！Ｚ完２
神戸市中央区元町通１丁目4 - 1 3 念3 3 1 - 3 1 1 2

『百
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胡

一
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畑のやさいがケーキになりました。

自然の優しさと自然の甘さをキュートに焼きあげた
手づくりケーキとクッキー。
いま､ グリーンノートに新しい仲間たちが加わりました。
昼下りのティータイムに｡ ……．．…．
またプレゼントにも､ あなたのヘルシー･ メッセージを伝えます。

すこやかライフのティー＆ケーキグリーンノート

瞳IRM可I訓N|回|N|回hdI目Ｉ■

神戸市中央区元町通2 丁目3 - 2 ジェム3 ＦT E L , 0 7 8 - 3 9 2 - 1 8 0 8
毎日午前1 0 : ３０－午後7 : ３０までｅ第1 . 3 水曜日定休

､
⑦キギ｡､ｿＷ〆玲

らげ〆舜‘銅』
｡｡/減べ〆

多ﾉ〆牙妙しぽ
oごｿ稗筋し"

●薄きし､のｸﾘ牙〆

｡"〆牙穆談〆ｿｬ・茅釦０

－ノ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



／

書廊蕊；
・８/ 3 1 ～9 / ５六甲窯作陶展
●９/ 7 ～9 / 1 ２イラストと小

物展岡田千恵
●９/ １４～9 / 1 ９写真二人展

算信雄・和田三郎
●９/ 2 1 ～9 / ２６鴬月会書画展
ｅ９/ 2 8 ～1 0 / ３陶芸二人展

西川誠一・金子無吐

神戸市中央区三宮町１丁目
クス東隣）
３７月曜休

画廊錦
●9/2～9/７

ランデイサークル展
・9 / 9 ～9 / 1 ４神戸女学院大学

美術部ゆっか今郊罵

中央区三宮町１丁目
三宮センター街

公(078)331..1721..3水曜休

ギャラリ
あじさい

●９/21～9/2６
犬山卓也陶芸展

神戸市中央区三宮町１丁目
９番１センタープラザ２Ｆ
生田筋ニスカレーター前
公（0 7 8 ) 3 3 1 - 1 6 3 9月曜休

S A L O N ＆G A L L E R Y 〈北野坂）

神戸ﾛ 寺代
●９/1～9/１４

塩田みはる版画展
●９/16～9/３０
石永婚一郎パステル画展

神戸市中央区中山手通1 丁目
2 3 - 1 0 モンシャトーコトブキ
ピル１Ｆ公( 0 7 8 ) 2 4 2 . 3 5 6 7
冨馬鰹} 土日休・スナック

、

海文言堂
ギャラリー

＊

神戸市中央区元町通３－５
－１０海文堂書店２Ｆ
垂（078)331 - 6 5 0 1 ノ
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'82/結/婚／

ＥＳ・工Ｌ
いまぼくはこの手紙を書き
きみに愛を送り届ける

ぼくがいつもきみを愛しているのだということを
忘れないでほしい

Ｐ. Ｓ・工Ｉ－ｌＯＶＥＹＯＵ

●モデル／岡智代・橋本美加・奥田勝彦( サントノーレベース) ･ 岩本順子
．＋倉泰雄( 美容マーリス）

●カメラ／橋本英男
･ 撮影協力／草楽園・神戸ポートピアホテル・フアミリア北野坂ハウス・
第五管区海上保安本部・ビジネスホテル新神戸・ブティック魔女
●参考文献／ビートルズ詩集( 片岡義男訳）
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